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1-1．地域共生ワークショップ実施状況 （協議の場）

2地域共生ワーキング

テーマ
校区の「協議の場」において、こどもにかかる課題（居場所、地域とのつながり等）を抽出し、課題解決に向けた取り組みについて検討を
行う。

ねらい
こどもにかかる課題抽出を行い、課題解決に向けた取り組みを共有することで、地域における共助の意識醸成を図るとともに、こども
の居場所づくりや世代間交流などに繋げていく。

主な課題 ①こどもの意見を知る ②多様な交流 ③人材・担い手 ④こどもの居場所 ⑤相談支援体制 など

№ 日時/場所 実施方法 主な地域の意見

1

【鶴山台北校区】

（１）小学校やエンゼルハウス
から、今の子どもの生活につ
いて報告。

（２）個人ワーク（付箋に書き
出す）

①「鶴北で、こんなことを
やっていこう！（具体的な実
現可能なこと）」

②「実現するためには、こう
いうところが難しい（課題）」

③「市や市社協がこんなサ
ポートをしてくれたら実現で
きそうだ」

（３）4グループに分かれて発
表。

・子どもが得意なことを発表したり、担当するなど力を発揮できるようなことをしたらいいのではないか。
・みんなで楽しいことを共有することが大事。みんなで楽しめる機会を持つこと。
・１日分の栄養を給食でまかなっている子がいたが、長期休業中どうしているのか心配。
・12月の第1日曜に予定している、信太中学で行う「夢・ココ」に積極的に参加する。校区やグループで企
画をし、子どもに参加してもらう。
・子どもでも大人でも、昆虫や植物、信太の歴史など詳しい人がいる。ボランティアを募集し、大人と子ど
もが一緒になってイベントを企画する。
・エンゼルハウスに来ている親だけで「親カフェ」を開き、お茶やお菓子を食べながら日ごろの話をする。
・小学校のマラソン大会に地域の５０～７０代も参加させてもらい、一緒に走る。
・高齢者だけでなく、孫など子どもをサロンに連れてきてもらう。子どもも来てと呼びかける。
・校内支援センターの内容を詰めてくれたら、ボランティアを募り進んでいけるのではないか。
・何をするにも場所と人員が問題。この老人集会所しかないのではないか。でもここで行うこども食堂も
サンデーモーニングもそれぞれ満杯。
学校開放しかないのではないか。校内支援センターも結局学校開放につながるのではないか。
・休みの日の学校を子どもの居場所にできないか
・老人集会所はいっぱいだが、地域の町会や会館は毎日使っていないと思う。そういうところを開放した
ら、場所が分散してできるのではないか。
・エンゼルハウスは平日午後２時で終わってしまう。放課後は２時以降になるので使いづらい。
・社協が子ども食堂をしているところにのぼり旗をくれた。子どもが集まるようなイベントの時に必ず掲げ
てはどうか。
シンボルマークのように市内に行き渡ったらいいなと思う。

令和6年8月４日（日）
14:00～16:00

鶴山台北老人集会所



1-2．地域共生ワークショップ実施状況 （協議の場）

3地域共生ワーキング

テーマ
校区の「協議の場」において、こどもにかかる課題（居場所、地域とのつながり等）を抽出し、課題解決に向けた取り組みについて検討を
行う。

ねらい
こどもにかかる課題抽出を行い、課題解決に向けた取り組みを共有することで、地域における共助の意識醸成を図るとともに、こども
の居場所づくりや世代間交流などに繋げていく。

主な課題 ①こどもの意見を知る ②多様な交流 ③人材・担い手 ④こどもの居場所 ⑤相談支援体制 など

№ 日時/場所 実施方法 主な地域の意見

2

【黒鳥校区】

（１）2グループの班に分かれ
て、こどもの居場所をマッピ
ング。また、それぞれの活動
について報告。

（２）日頃子どもたちと関わる
中で感じる課題や、今後黒
鳥校区の子どもたちに必要
な居場所についての意見交
換。

（３）それぞれのグループか
ら発表。

・コープの移動販売は来ているので、子どもたちの長期休みのときはお菓子を多めに持ってきてもらい、
子どもたちがそこにお菓子を買いに行くことで、買い物に来た高齢者と交流できるのではないか。
・通学路の見守り場所について、以前はもっとたくさんの拠点でしていたが、担い手が少なくなってきてい
るため、見守りの拠点も減らしている。
募集を呼びかけるも協力がなかった。子どもたちを見守る目が不足してきている。
・子ども食堂は黒鳥校区にない。他の地域では若い人たち、現役世代が手を上げて立ち上がっているとい
うところが割とたくさんある。
もう一つ若い世代に声掛けしてみるのも、もしかしたら担い手が増えるかもしれない。
もしやりたいという声が出たときに、快く町会館を無料で貸すよという形で協力できればいいのではない
か。
・こどもの遊べる場所が小さい公園は何個かあるが、ボール遊びをする場所が黒鳥山公園しかない。走り
回って元気に遊べる場所が少ない。
・ボール遊びやスケボー、サッカーなど子どもたちはしたいが、するところがないので小さい公園でしてい
る。
物置などあると、そこにボールを蹴ったりするという問題がある。
・子どもの遊び場をみていたら、高学年はほとんどゲームをしている。
・こどもの居場所としては少林寺や公文、ヨガや書道教室という習い事はあるが、駄菓子屋など昔は子ど
もの居場所だったところが減ってきている。
・会館を開放し、学習支援をしている町会があるらしい。他の会館も子どもたちに開放など考えてくれたら
いいのにという話は出たが、けがや事故など安心・安全についてはしっかり考えないといけない。ルール決
めや保護者との話、有償・無償などいろいろ考えないといけない部分がある。
・山荘に上がっていく歩道が狭い。歩道の確保が必要。

令和6年７月31日（水）
１4：００～16:00

黒鳥老人集会所



1-3．地域共生ワークショップ実施状況 （協議の場）

4地域共生ワーキング

テーマ
校区の「協議の場」において、こどもにかかる課題（居場所、地域とのつながり等）を抽出し、課題解決に向けた取り組みについて検討を
行う。

ねらい
こどもにかかる課題抽出を行い、課題解決に向けた取り組みを共有することで、地域における共助の意識醸成を図るとともに、こども
の居場所づくりや世代間交流などに繋げていく。

主な課題 ①こどもの意見を知る ②多様な交流 ③人材・担い手 ④こどもの居場所 ⑤相談支援体制 など

№ 日時/場所 実施方法 主な地域の意見

3

【青葉はつが野校区）

（１）2グループの班に分かれて、
こどもの居場所をマッピング。
また、それぞれの活動について
報告。

（２）日頃子どもたちと関わる中
で感じる課題についての意見
交換。

（３）それぞれのグループから発
表。

・（老人会）５年間くらいは世代間交流をしたが、子どもが「面白くない」と言って終わってしまった。（ペタ
ンクなどのニュースポーツ）
・保護者が職場復帰、保育園入園などがあり、子サロに参加する人が１年間くらいでやめていってしまう。
→親世代の繋がりが少ない
・ラジオ体操など一つの地域イベントを開催するだけでも、近隣の同意を得ることが難しい。うるさい等
と言う人がいるため。
・近隣河川にいる川魚の絵をかいて、こどもたちに見せたら非常に喜んでくれた。（高齢男性）
・ホタルの生息地を地域の人（年配者？）に教えてもらって、こどもたちと見に行った。（子育てサロン）
・地元の人が知っている情報（蛍の放流など、自然との触れ合い）について、子どもにとって楽しい体験
になるが、そういった機会が多くない。
・青葉会館などで自然体験をして好評だったので、そういう機会が増えたらいい。
・保護者が忙しく、子ども会運営や横のつながりを作るための担い手が不足している。
・児童の登校前（保護者出勤から学校開門までの時間）の預かりが必要。
・学校の一定の教室・体育館等でこどもが過ごせるように。
・保護者の出勤時間が早いので、朝こどもだけになる時間ができ、一人で登校している子がいる。
・ホームページで情報収集しやすくしてほしい。必要な情報にアクセスできない。見通しを持った子育て
ができるよう。（子育てサロン）
・ネットで「和泉市子育て」で検索すると、市のHPが掲載されるが、子サロの情報がない。
・この地域でどういう支援があるか、どこに相談したらよいかをホームページを活用してわかりやすく。

令和6年7月7日（日）
１０：0０～12:00

青葉はつが野
青葉会館



1-4．地域共生ワークショップ実施状況（「こどもの居場所交流会」支援者の意見）
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テーマ こども食堂に集う人が何を求めているのか、こども食堂に何ができるのか

ねらい こども食堂実践者により、こどもにかかる課題（こどもの状況、こども食堂の運営等）を抽出・共有し、こどもの居場所づくりの課題解決向けた取り組みにつなげる。

参加者 こども良い所 こどもの気になる所
保護者からの声
（良いこと）

保護者からの声
（気になること）

つながりたい社会資源
コラボしたいところ

今後やりたいこと

意見

・低～中11、中学生１、幼９、大
人７
約4組の家族習い事の流れで
訪れる

・小学生中心、未就学数人
いったん家に帰ってからこども
が誘い合ってくる

・未就学10、小学生10～20
小さい子供連れの親子

・小学生中心90～１１０、大人１
０～15
親子連れが多い

・年長10、低21、高29、中１，大
人50あー123人
学校と連携、
若い母が赤ちゃん連れ

・小学生が誘い合ってくる
50～70

・幼、小学生中心、兄弟で来る
ことが多い
親子での参加

・幼小中 120～150

・小学生150
幼児３０、中学生２０
学校とのつながり

・外国の子１０、小学生中心
校区広いため送迎で親も

・勇気を振り絞って来た

・アピールできる子が多い
楽しい、元気

・兄弟で見て遊んでいる
親も子もいろんなタイプ

・あいさつ、ありがとうが言える子
が沢山

・2年たって子どもも意思表示がで
きるようになった
子ども同士友だちと来てくれるよう
になった

・元気で笑顔いっぱい
元気もらえる
後片付け、ルール守れる
こどもが深いことを相談してくれる
ようになった

・赤ちゃんの面倒みる
後片付けも手伝ってくれる

・最初は近所に怒られた、自転車
ルールに従ってくれるようになった
意思表示しっかり、ありがとう

・8年目、あいさつ、ありがとう、お
いしかった
何か手伝うことある？⇒手伝ってく
れてた、最近は場所的・人数的に×

・兄弟（来ていない子）どうすごして
いるか

・何回も同じ子が並ぶ、ご飯食べれ
ているのか

・小学生のおしゃれ、化粧

・習い事がこのあとあるよ

・月1回、これ以上回数増やせない
来たい子が来れてないかも

・食べ残し
顔見知りになりこどもかrの相談も
ある
人との距離感が難しい子もいる

・興奮しすぎて危ない

・晩御飯として食べにくる子の家庭
が気になる

・人数が増え子どもと一緒に作業
ができない、スペースとキャパ
物を捨てる子がいる⇒持ち帰りに
変更

・習い事の前後に来るのが助かる
と
駅近で家族そろってくる

・母子で来るのを楽しみにしてくれ
ている

・地域に人とこどもが手をつないで
きてくれる

・毎月、食事美味しい、フードバン
ク（お土産）助かる

・苦手なものを食べれるようになっ
た
忙しくて保護者と話せない

・こどもだけの参加、親の時間をと
れてるかな

・毎月子どもが楽しみにしてるんで
す
親の交流の場になっている
いろいろなメニュー、野菜が食べ
れて嬉しい

・月1回楽しみにしている
助かると言ってくれる
こどもがおいしいと言ってくれる

・野菜の寄付⇒ママがスゴイ喜ぶ

・前回のン美味しかった、次の時に
感想言ってくれる
お母さんたちの交流の場になって
いる

・保護者の息抜き
食中毒

・家庭に問題のある子どもにも目を
向けられたら

・新住民と旧村との溝

・保護者と話す時間がない

・南部リージョン、バスの便が悪い

・保護者にも今後声かけしていく

・親がフード提供品来てない子ども
の分も持ち帰りたがる

・外国との風習の違いをどう伝えよ
うか

【つながりたい社会資源】
学生（学習支援）
学園、施設
ボランティア、担い手
町会、こども会
こども福祉施設、町会（夏祭りな
ど）
ほかのこども食堂
高校・大学・企業⇒関わることで自
分に役立つ経験と感じる人
農家、育て・収穫・食べる
泊まれる施設
ボランティアサークル、大学生とコ
ラボ
FCテクノ
震度を通じて遊べる・練習できる
場・グラウンド
絵画教室、有名な先生、才能見つ
ける
シニア、ここにはつながっているが、
誰・どこに何を話したらいいか明確
にしてほしい

【コラボしたいところ】
先月から近くの高校生来ている、
若い子が来ると子どもが喜ぶ
場所、混んでる不安⇒広いところ
がないか
市に手を挙げて手伝ってほしい、
課題が出てきたから、市は何がで
きるかを明示してほしい
市に助けてほしい
ボランティアのつながり
こども食堂に来るようになった子ど
もの変化⇒社会性がつく、あいさ
つができる

学習支援
夏休みの宿題支援
大人も含めて楽しめる、ゲーム企
画
駄菓子屋
農家さんと協働、農作業⇒収穫⇒
食べる、草抜きとか大変な時のお
手伝い
学生との協働
町の人たちとの協働を考えたとき
の交通整理（窓口）をしてほしい
こどもの居場所づくりのなかで市と
協働することを一緒に考える
子育て世代への支援
町内会との協働
キッチンカーさんの出張協力
こどもが楽しめる企画
ほかのこども食堂の活動を見学・
共有
継続すること


